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小宮山道夫　　広島大学文書館ホームカミングデー特別企画展示2012「昭和の造船教育者・濱本博登」の記録

記
録

広
島
大
学
文
書
館
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
特
別
企
画
展
示
二
〇
一
二

「
昭
和
の
造
船
教
育
者
・
濱
本
博
登
」
の
記
録

小
宮
山　
　

道　
　

夫

展
示
に
つ
い
て

　

広
島
大
学
文
書
館
で
は
、
大
学
院
工
学
研
究
科
と
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
（
大

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
と
の
共
催
の
も
と
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
三
〇
日
（
火
）
か

ら
一
一
月
五
日
（
月
）
ま
で
、
中
央
図
書
館
一
階
ロ
ビ
ー
を
会
場
に
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
特
別
企
画
展
示
「
昭
和
の
造
船
教
育
者
・
濱
本
博
登
」（
以
下
、「
濱
本

展
」
と
略
記
）
を
開
催
し
た
。

　

濱
本
博
登
（
は
ま
も
と　

ひ
ろ
と　

一
九
一
〇

−

一
九
八
一
）
名
誉
教
授
は
広

島
県
賀
茂
郡
広
村
長
浜
（
現
呉
市
広
長
浜
）
に
生
ま
れ
、旧
制
広
島
第
二
中
学
校
、

旧
制
第
六
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
船
舶
工
学
科
を
卒
業
。

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
よ
り
呉
海
軍
工
廠
に
勤
務
の
後
、
三
菱
長
崎
造
船
所
技

師
や
海
軍
艦
政
本
部
嘱
託
、
三
菱
重
工
業
広
島
造
船
所
勤
務
を
通
じ
て
戦
時
標
準

輸
送
船
ほ
か
軍
艦
の
設
計
等
を
担
当
し
た
。
昭
和
二
〇
年
の
終
戦
直
後
よ
り
広
島

大
学
の
前
身
校
の
ひ
と
つ
、
旧
制
広
島
工
業
専
門
学
校
で
教
鞭
を
執
り
、
以
後
昭

和
四
八
年
三
月
の
広
島
大
学
工
学
部
教
授
を
定
年
退
官
す
る
ま
で
の
約
二
八
年

間
、
本
学
教
員
と
し
て
造
船
業
を
は
じ
め
各
界
で
活
躍
す
る
七
〇
〇
名
に
の
ぼ
る

卒
業
生
を
輩
出
し
た
。
本
学
工
学
部
の
創
設
期
か
ら
統
合
移
転
直
前
ま
で
を
支
え

た
人
物
で
あ
る
。

　

平
成
二
二
年
四
月
、
茂
里
一
紘
広
島
大
学
名
誉
教
授
を
通
じ
、
濱
本
氏
の
ご
遺

族
よ
り
旧
制
広
島
工
業
専
門
学
校
お
よ
び
広
島
大
学
工
学
部
の
講
義
ノ
ー
ト
等
の

寄
贈
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
後
数
次
の
寄
贈
を
受
け
る
と
と
も
に
、
平
成

二
三
年
三
月
に
は
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
に
す
で
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
資
料
群

（
濱
本
隆
夫
氏
寄
贈
資
料
）
一
式
に
つ
い
て
も
ご
遺
族
の
ご
要
望
と
呉
市
の
ご
配

慮
の
も
と
、
一
般
の
調
査
研
究
に
供
す
る
た
め
に
当
館
で
の
公
開
を
前
提
と
し
て

当
館
が
長
期
貸
出
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

戦
艦
大
和
に
象
徴
さ
れ
る
戦
時
期
の
造
船
技
術
を
示
す
海
軍
工
廠
や
三
菱
に
由

来
す
る
多
数
の
資
料
と
、
戦
後
の
造
船
教
育
の
実
態
を
跡
づ
け
る
貴
重
な
資
料
の

公
開
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
か
、
平
成
二
四
年
一
一
月
三
日
に
本
学
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
一
一
月
四
日

は
濱
本
氏
が
呉
海
軍
工
廠
時
代
に
携
わ
っ
た
戦
艦
大
和
起
工
か
ら
七
五
周
年
に
あ

た
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
前
後
の
日
程
で
展
示
が
で
き
る
よ
う
計
画
に
着
手
し

た
。
あ
わ
せ
て
大
学
院
工
学
研
究
科
と
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
と
に
共
催
を
打
診
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し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
実
施
が
決
定
し
た
。

展
示
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

本
展
示
で
は
、
濱
本
氏
が
造
船
技
術
者
・
教
育
者
と
し
て
歩
ま
れ
た
道
を
た
ど

る
こ
と
で
、
造
船
技
術
の
発
展
が
、
造
船
技
術
・
生
産
管
理
技
術
だ
け
で
な
く
教

育
面
で
も
戦
後
日
本
の
造
船
業
に
い
か
に
寄
与
し
た
の
か
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
を

め
ざ
し
た
。
戦
争
を
契
機
と
し
て
発
達
し
、
戦
艦
大
和
の
建
造
に
も
象
徴
さ
れ
る

戦
前
期
日
本
の
造
船
技
術
等
が
戦
後
日
本
の
造
船
界
に
い
か
に
貢
献
し
た
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
文
献
等
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
戦
後
の
造
船
業
を
支
え
た
造
船
技
術
者
を
送
り
出
す
教
育
面
で
の
貢

献
に
つ
い
て
の
研
究
は
余
り
多
く
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
造
船
技
術
が
、
教
育
を
通

じ
て
い
か
に
、
平
和
国
家
の
発
展
に
活
か
さ
れ
た
の
か
、
船
舶
設
計
お
よ
び
建
造

の
現
場
に
お
け
る
濱
本
氏
の
実
践
的
な
経
験
が
、
ど
の
よ
う
に
大
学
教
育
の
な
か

で
活
か
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
よ
う
努
め
た
。

　

こ
の
た
め
展
示
目
録
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
資
料
写
真
を
用
い
、
展
示
終

了
後
も
展
示
内
容
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
目

録
は
六
〇
〇
部
を
発
行
し
、
工
学
研
究
科
に
三
〇
〇
部
、
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館

に
資
料
用
の
一
〇
部
を
引
き
渡
し
、
残
り
の
二
九
〇
部
を
展
示
会
場
に
て
配
布
し

た
。
工
学
研
究
科
で
は
旧
船
舶
工
学
科
の
歴
史
に
つ
い
て
現
在
の
学
生
は
じ
め
構

成
員
に
伝
え
る
た
め
と
し
て
、
輸
送
・
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻
の
各
研
究
室
と
工
学

研
究
院
・
研
究
科
代
議
員
会
、
工
学
部
代
議
員
会
の
各
委
員
全
て
に
配
布
す
る
計

画
を
立
て
て
実
施
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
開
催
に
あ
た
っ
て
は
工
学
研
究
科
と

経
費
を
折
半
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
特
別
企
画
の
た
め
広

島
大
学
校
友
会
か
ら
も
経
費
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

来
場
者

　

広
島
大
学
校
友
会
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
や
、
広
島
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
発
行
す
る

「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
に
告
知
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
り
、
地
元
紙
『
中
国
新
聞
』

の
一
一
月
三
一
日
付
朝
刊
に
「
多
く
の
造
船
技
術
者
養
成
故
浜
本
氏
た
ど
る
企
画

展
」
と
し
て
展
示
の
概
要
と
記
念
式
典
の
も
よ
う
を
報
じ
ら
れ
た
り
し
た
。
ま
た

旧
船
舶
工
学
科
同
窓
生
の
口
伝
て
な
ど
も
あ
っ
て
か
、
館
と
し
て
の
広
報
活
動
は

後
手
に
回
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
学
外
の
一
般
の
方
か
ら
も
関
心
を
持
た

れ
て
、
わ
ず
か
六
日
と
半
日
間
の
開
催
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
入
場
者
数
は
八
三
六

人
を
数
え
た
。
展
示
ケ
ー
ス
八
台
、
展
示
資
料
六
六
点
ば
か
り
の
展
示
内
容
で
は

あ
っ
た
が
、
長
時
間
を
か
け
て
展
示
に
見
入
る
来
場
者
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

一
一
月
三
日
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
当
日

に
実
施
し
た
小
池
聖
一

館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
に
も
二
〇

名
近
い
人
々
が
集
ま

り
、
狭
い
展
示
通
路
に

ひ
し
め
き
な
が
ら
熱
心

に
約
五
〇
分
間
の
解
説

日　付 人　数

10月30日（火）  83人

10月31日（水）  74人

11月１日（木）  45人

11月２日（金）  75人

11月３日（土） 363人

11月４日（日） 170人

11月５日（月）※  25人

期間合計 836人

資料展来場者数

※最終日は14時終了
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に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

お
わ
り
に

　

広
島
大
学
文
書
館
で
は
、
濱
本
博
登
関
係
文
書
の
平
成
二
五
年
度
に
全
面
公
開

を
予
定
し
て
い
る
。
研
究
者
は
も
と
よ
り
造
船
や
関
連
す
る
教
育
・
研
究
に
ご
興

味
を
お
持
ち
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
閲
覧
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
な
る
が
貴
重
な
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
ご
遺
族
の
濱
本
隆
夫
様
は
じ

め
濱
本
家
の
関
係
者
の
皆
様
、
展
示
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て

何
よ
り
も
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
こ
み
や
ま
　
み
ち
お
・
広
島
大
学
文
書
館
准
教
授
）


